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追悼 小林賢次先生 
松木 正恵 
 小林賢次先生が、2013 年 6 月 29 日午後 7 時 5 分、肺機能不全で永眠された。
奥様の小林千草先生から翌午前 1 時過ぎにメールをいただいた時も、またあれか
ら半年以上が経った今でも、まだ信じられない。私が最後に先生にお会いしたの
は、まさに亡くなる前日。文法学会の下見のため国際会議場に寄った帰り、北門
から 16 号館に行く途中のスロープを、杖をつきながら歩いていらっしゃる先生を
お見かけし、一緒に 10 階の研究室まで行きお話をした。今でも、研究室のドアを
開けると、先生のお優しい笑顔が待ってくださっているような気がしてならない。 
 先生が文法史、特に中世近世語研究の第一人者であり、2012 年 6 月から日本語
学会会長でいらしたことは今更繰り返すまでもない。早稲田に特任教授として着
任されたのは 2007 年 4 月、それから 6 年 3 か月の間、教育学部・教育学研究科
を中心に早稲田日本語学の発展に力を尽くされ、本学会の代表委員も務められた。 
実は、5 年前のご病気の影響で深静脈血栓症を患われた一昨年秋からは、ご体
調のすぐれぬ日が続いていた。足がむくみ歩行もままならない状態が続き、痛み
で眠れない夜は、奥様のマッサージと痛み止め、それにお好きなクラシック音楽
で何とかやり過ごしてこられたそうだ。大学ではそのようなご苦労はつゆほども
見せず、何より授業を優先されていた。病院の主治医と意志疎通がうまくいかず
転院を考えた際も、その面接の日さえ授業だからといってご自身はいらっしゃら
なかったという。無理を重ねて遠路通勤されても、大学でエネルギーをもらって
充電する日々……学生指導が、お辛かった先生の生きがいだったのかもしれない。
ようやく秋学期からの休職と 8 月 1 日からの本格的な治療開始を決断され、授業
を代講する非常勤講師を依頼なさったのが亡くなる一週間前。先生は、全ての手
配をご自身でされて逝ってしまわれた。責任感の強い先生らしいご最期だと思う。 
 その温厚篤実で優しいお人柄は、学生からも慕われていた。数年前のゼミ合宿
の折、鴨川セミナーハウスで偶然ご一緒したことがあった。お酒を召し上がらな
い先生が、10 人ほどの女子学生に囲まれてお茶とお菓子でコンパをされていたの
だが、その時の何とも嬉しそうな満面の笑みが忘れられない。亡くなる前日も 18
時過ぎまで大学院の演習をなさり、その後研究室の院生全員でお見送りしたと聞
く。帰りだけでもお楽になるようにと院生が用意した車椅子、院生の話に微笑ま
れながらタクシーにお乗りになった先生……それが本当のお別れになるとは……。 
ご定年まで 9 か月を残しての急逝は、さぞかし心残りでいらしたことだろう。
早稲田での最後の光景が、囲まれた愛弟子たちの笑顔であったことが、旅立ちの
せめてものはなむけになったと信じたい。先生、本当にありがとうございました。 
─まつき まさえ 早稲田大学教授─ 
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